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保
護
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が
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守
る
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で
、
担
任

教
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の
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を
聞
く
嘉
島
東
小
の
１

年
生
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漫
満
開
の
犬
渕
公
園
近
く
の
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町内小中学校で 入学式

氏
名
報
告
す
る
嘉
島
中
の
１
年
生

並
ん
で
座
る
嘉
島
東
小
の
１
年
生

元
気
に
起
立
す
る
嘉
島
西
小
の
１
年
生

先
生
と
対
面
す
る
嘉
島
中
の

１
年
生

入場する嘉島東小の１年生

入場する嘉島西小の１年生
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新１年生 おめでとう

　

嘉
島
中
の
入
学
式
が
４
月
９
日
、
同
中

体
育
館
で
あ
り
、
新
入
生
１
２
１
人
が
学

び
や
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
氏
名
報
告
に
続
き
、
中
山
幸
博

校
長
が
式
辞
を
述
べ
、「
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
す
る
。
一
生
の
宝
物
で
あ
る
友
達

を
大
切
に
す
る
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
や
る

と
決
め
た
こ
と
は
本
気
で
挑
戦
し
て
ほ
し

い
」
と
、
３
つ
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
鍋
田
町
長
は
「
毎
日
の
生

活
が
自
分
の
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
に
な
る
こ

と
を
心
に
と
ど
め
、
日
々
努
力
し
て
く
だ

さ
い
」
と
、
生
徒
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

在
校
生
を
代
表
し
て
３
年
生
の
福
永
湊

大
さ
ん
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、
新
入
生

代
表
の
東
濱
江
梨
衣
さ
ん
が
「
私
た
ち
新

入
生
一
同
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
目
標
に

向
か
っ
て
何
事
も
全
力
で
取
り
組
み
、
悔

い
の
残
ら
な
い
学
校
生
活
を
送
り
ま
す
」

と
、
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

式
辞
を
述
べ
る
中
山
校
長

祝
辞
を
述
べ
る
鍋
田
町
長

在
校
生
代
表
の
福
永
湊
大
さ
ん
（
上
）
と 

新
入
生
代
表
の
東
濱
江
梨
衣
さ
ん

嘉島中 悔いの残らぬ学校生活を

　

嘉
島
東
小
の
入
学
式
が
４

月
９
日
、
同
小
体
育
館
で
あ

り
、
新
１
年
生
72
人
が
、
元

気
に
登
校
し
ま
し
た
。

　

一
人
一
人
が
名
前
を
呼
ば

れ
、
元
気
よ
く
返
事
を
し
て

起
立
。
麻
生
秀
治
校
長
が

式
辞
で
「
命
を
大
切
に
す
る
。

み
ん
な
と
仲
良
く
す
る
。
分

か
り
ま
せ
ん
、
教
え
て
く
だ

さ
い
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
述
べ
る
と
、
児
童
た
ち
は

「
は
い
」
と
し
っ
か
り
応
え

ま
し
た
。

　

来
賓
の
鍋
田
町
長
は
「
周

り
の
大
勢
の
仲
間
と
仲
良
く

し
、
明
る
く
元
気
な
小
学

生
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

在
校
生
を
代
表
し
て
６
年

生
の
宮
部
有ゆ

う

生き

さ
ん
と
水
上

瑛
太
さ
ん
が
「
人
に
や
さ
し

い
、
学
習
を
頑
張
る
、
心
身

が
健
康
な
子
ど
も
に
な
り
ま

し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。

　

嘉
島
西
小
の
入
学
式
が
４

月
９
日
、
同
小
体
育
館
で
あ

り
、
89
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

入
学
者
氏
名
点
呼
の
後
、

梅
田
幸
博
校
長
が
「
お
話
を

し
っ
か
り
聞
く
。
お
友
達
と

た
く
さ
ん
遊
ぶ
。
命
を
大
事

に
す
る
。
３
つ
の
お
願
い
を

守
っ
て
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

永
田
智
紀
町
総
務
課
長

が
、
鍋
田
町
長
の
祝
辞
を
代

読
。
６
年
生
の
前
田
賢
人
さ

ん
が
、
楽
し
く
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
３
つ
の

秘
密
を
紹
介
し
、「
嘉
島
西

小
で
の
生
活
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
」
と
、
新
１
年

生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
新
入
生
代
表
の
丸

山
晴
仁
さ
ん
が
「
た
く
さ
ん

お
友
達
を
つ
く
っ
て
元
気
に

遊
び
、
勉
強
も
運
動
も
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
」
と
、
誓

い
ま
し
た
。

友
達
と
た
く
さ
ん
遊
ぶ

式
辞
を
述
べ
る
麻
生
校
長

命
を
大
切
に
　
仲
良
く

嘉島西小 嘉島東小

在
校
生
代
表
の
宮
部
有
生
さ
ん

（
左
）
と
水
上
瑛
太
さ
ん

式
辞
を
述
べ
る
梅
田
校
長

在
校
生
代
表
の 

前
田
賢
人
さ
ん
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守
ろ
う
！ 

歩
行
者

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

嘉
島
町
で
４
町
合
同
出
発
式

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４

月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
繰
り
広
げ

ら
れ
、
御
船
警
察
署
管
内
４
町
合

同
出
発
式
が
４
日
、
嘉
島
町
民
会

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
、
甲
佐
、
御
船
、
益
城
の

４
町
の
交
通
安
全
関
係
団
体
か
ら

約
１
８
０
人
が
参
加
。
主
催
者
を

代
表
し
、
鍋
田
嘉
島
町
長
が
「
一

人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

事
故
撲
滅
意
識
を
高
め
ま
し
ょ

う
」
と
、
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

丸
山
修
御
船
警
察
署
長
ら
が
、

交
通
安
全
功
労
者
や
優
良
運
転

者
、
１
５
０
日
間
無
事
故
・
無
違

反
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
秀
団
体
を
表

彰
。
嘉
島
町
交
通
安
全
母
の
会
の

中
村
鈴
代
会
長
が
「
交
通
安
全
は

家
庭
か
ら
を
合
言
葉
に
、
地
域
で

の
安
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
」
と
、
交
通
安
全
宣
言
を
読

み
上
げ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
交
通
指
導
員
の
坂
井
信

房
隊
長
が
啓
発
パ
レ
ー
ド
の
出
発

を
申
告
。
白
バ
イ
や
パ
ト
カ
ー
な

ど
車
両
22
台
が
パ
レ
ー
ド
に
出
発

し
ま
し
た
。

　

嘉
島
保
育
園
の
年
長
児
36
人
が

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
出
演
。
県
警

の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ゆ
っ
ぴ
ー
」
と

一
緒
に
軽
快
な
演
技
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

４
月
10
日
朝
、
鍋
田
町
長
が
町

内
の
交
差
点
３
か
所
を
巡
回
し
、

嘉
島
中
の
生
徒
や
嘉
島
東
・
西
小

の
児
童
の
登
校
を
見
守
り
ま
し
た
。

鍋
田
町
長
は
「
横
断
中
」
の
黄
色

い
旗
を
手
に
「
お
は
よ
う
、
行
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
声
を
か
け
、

学
校
に
向
か
う
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

中
、
町
交
通
指
導
員
や
町
交
通
安

全
協
会
、
町
交
通
安
全
母
の
会
や

保
護
者
ら
多
く
の
地
域
住
民
が
街

頭
活
動
に
励
み
ま
し
た
。

　

自
転
車
通
学
す
る
生
徒
の
安
全

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
旭
測

量
設
計
株
式
会
社
（
熊
本
市
・
吉

田
史
朗
代
表
取
締
役
）
か
ら
町
に
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
１
１
６
個
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
に
続
く
寄
贈
で
、

嘉
島
中
の
新
入
生
に
贈
り
ま
し
た
。

　

自
転
車
運
転
中
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
は
、
法
令
で
令
和
５
年
４
月

に
努
力
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で
も
重

点
項
目
の
一
つ
と
し
て
、
啓
発
活

動
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

４
町
合
同
出
発
式
で
あ
い
さ
つ
す
る

鍋
田
町
長

交通指導隊 
坂井信房隊長

交通安全母の会 
中村鈴代会長

演技する嘉島保育園児

パ
レ
ー
ド
に
出
発
す
る
白
バ
イ

登
校
を
見
守
る
鍋
田
町
長

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
通
学
す
る

中
学
生

町
長
も
登
校
見
守
り

ヘ
ル
メ
ッ
ト
寄
贈�

�

自
転
車
通
学
に
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各
分
団
長
と
新
任
部
長
は
次
の

通
り
。（
敬
称
略
）

　

第
１
分
団
長　

山
河
猛
志
▽
第

２
分
団
長　

池
上
幸
誠
▽
第
３
分

団
長　

榊
原
廣
昭
▽
第
４
分
団
長　

中
﨑
竜
博

　

第
１
分
団
第
１
部
長　

坂
口
大

智
▽
同
第
２
部
長　

藤
瀬
雅
也
▽

同
第
３
部
長　

伊
津
野
淳
▽
第
２

分
団
第
１
部
長　

福
永
亨
平
▽
同

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
太

田
団
長
は
「
分
団
長
、
新
任
部
長

の
皆
さ
ん
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

団
員
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
、
激
励
し
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
は
４
分
団
13
部
で
構

成
し
、
団
員
総
数
は
２
７
４
人

（
４
月
15
日
現
在
）
で
す
。

　

２
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

嘉
島
町
消
防
団
の
正
副
団
長
ら
幹

部
団
員
へ
の
辞
令
交
付
式
が
４
月

17
日
、
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鍋
田
町
長
が
、
太
田
憲
治
団
長

に
、
辞
令
を
交
付
。
太
田
団
長
が
、

池
永
博
、
前
田
太
郎
の
両
副
団
長

を
は
じ
め
、
各
分
団
長
や
新
任
部

長
ら
に
辞
令
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
最
初
の
幹
部
会
議
を
開

き
、
鍋
田
町
長
は
「
地
域
防
災
力

の
要
で
あ
る
皆
さ
ん
の
不
断
の
ご

努
力
と
日
頃
の
連
携
を
改
め
て
お

嘉
島
町
消
防
団
の
新
任
部
長
の

皆
さ
ん

前田 太郎 
副団長

池永　博 
副団長

太田 憲治 
団長

中﨑 竜博 
第４分団長

榊原 廣昭 
第３分団長

池上 幸誠 
第２分団長

山河 猛志 
第１分団長

嘉
島
町
消
防
団　
新
体
制
ス
タ
ー
ト

　

 
太
田
団
長
ら
に
辞
令

第
２
部
長　

岡
恵
史
▽
同
第
３
部

長　

太
田
貢
士
朗
▽
第
３
分
団
第

１
部
長　

西
田
光
寿
▽
同
第
２
部

長　

中
田
祐
輔
▽
同
第
３
部
長　

杉
本
靖
博
▽
第
４
分
団
第
１
部
長　

中
津
泰
斗
▽
同
第
２
部
長　

田
詰

龍
也
▽
同
第
３
部
長　

津
﨑
崇
人

▽
同
第
４
部
長　

本
田
雅
人

行
政
区

氏　

名

○

下
六
嘉

西
岡　

至
誠

三
郎
無
田

上
野　

幸
浩

◎

井
寺

甲
斐
原
正
憲

◎

北
甘
木

吉
富　

勝
則

◎

上
六
嘉

中
田　
　

泉

西
村

渕
上　

昭
六

◎

上
島

石
坂　

光
二

鯰

布
田　

純
也

○
滝
河
原

榊
原　

徳
昭

高
田

成
松　

信
博

○
上
仲
間

清
﨑　

正
文

下
仲
間

松
本　

秋
雄

◎

犬
渕

杉
原　

育
雄

（
◎
新
任
、
○
再
任
、
敬
称
略
）

　

嘉
島
町
区
長
会
の
本
年
度
の
第

１
回
会
合
が
４
月
18
日
、
新
任
５

人
を
含
む
13
行
政
区
の
区
長
が
出

席
し
て
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
鍋
田
町
長
が
「
皆
さ
ん

は
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
、

町
民
の
方
々
と
の
接
点
で
す
。
特

に
新
任
区
長
の
方
は
、
い
ろ
い
ろ

な
相
談
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

役
場
の
担
当
課
と
連
携
し
て
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
あ
い
さ

つ
。
町
政
報
告
で
町
の
現
状
と
役

場
の
取
り
組
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

初
会
合
で
は
、
本
年
度
の
田
植

え
の
期
日
や
町
道
維
持
補
修
・
里

道
舗
装
工
事
の
施
工
申
請
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
に
つ
い
て
町
か
ら

説
明
が
あ
り
、
質
疑
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　

本
年
度
の
区
長
会
長
は
成
松
信

博
さ
ん
（
高
田
）、
副
会
長
は
上

　

嘉
島
町
に
４
月
４
日
、
町
民
の

方
か
ら
匿
名
で
16
万
６
千
円
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

役
場
を
訪
れ
た
寄
付
者
が
「
学

校
給
食
の
完
全
無
償
化
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
、
鍋
田
町

長
に
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

新
任
５
人

区
長
会
が
初
会
合

野
幸
浩
さ
ん
（
三
郎
無
田
）
が
務

め
ま
す
。

給
食
無
償
化
に

16
万
６
千
円

　

町
民
が
匿
名
で
寄
付
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の
頃
、
廃
寺
に
な
っ
た
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
集
落
で
は
保
存
会
を

つ
く
り
、
往
時
を
し
の
ば
せ
る
薬

師
堂
を
、
清
掃
当
番
を
決
め
て
大

切
に
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
の
昼
時
、
狭
く
て
急

な
石
段
を
上
っ
て
い
る
と
、「
向

こ
う
の
ス
ロ
ー
プ
が
楽
で
す
よ
」。

女
性
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
が
、

後
利
益
が
あ
り
そ
う
と
思
い
、
高

さ
４
㍍
ほ
ど
の
石
段
を
用
心
し
て

上
り
切
り
ま
し
た
。

　

そ
の
日
は
お
釈
迦
様
の
誕
生
を

祝
う
灌か

ん
ぶ
つ
え

仏
会
。
参
拝
者
は
、
釈
迦

像
（
高
さ
約
20
㌢
）
に
柄ひ

し
ゃ
く杓

で
甘

茶
を
注
い
で
祝
い
ま
す
。「
花
ま

つ
り
」
と
も
呼
ば
れ
、
各
地
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
の
か
に
甘
い
甘
茶
は
、
今
は

購
入
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は

集
落
で
栽
培
し
た
ア
マ
チ
ャ
を
煎

じ
て
作
っ
て
い
た
と
か
。「
ほ
ら
、

こ
こ
に
も
あ
る
よ
」
と
、
長
老
が

お
堂
の
横
に
生
え
て
い
た
ア
マ

チ
ャ
を
摘
ん
で
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

釈
迦
の
命
日
の
２
月
15
日
に
は
、

江
戸
後
期
の
天
明
６
（
１
７
８

６
）
年
に
開
眼
供
養
さ
れ
た
釈
迦

の
「
涅
槃
図
」
の
掛
け
軸
が
開
帳

さ
れ
て
い
ま
す
。
＝
随
時
掲
載

　町総合型地域クラブ「嘉島湧く湧く元気クラブ」
の「第１回お花見ふれあいウォーキング」が３月
29 日、上仲間～犬渕地区の往復約７㌔コースであ
り、家族連れらが桜並木の下をおしゃべりしながら
ゆっくり歩きました。
　幼児から 70 代の高齢者までの 70 人が参加。金
剛駐車場を発着点に嘉島リバゾンや藤木牧場、杉野
淡水魚あゆっこ、犬渕神社などを巡りました。
　参加者は、加勢川の堤防や犬渕公園に咲き誇る満
開の桜に思わず笑顔。菜の花やレンゲにモンシロ
チョウが舞い、ウグイスやヒバリのさえずりが聞こ
えてくるうららかな春の一日を満喫していました。
　ゴール後は、町商工会や女性ネットワークの皆さ
んが準備したぜんざいやおにぎりなどを食べ、心地
よい疲れを癒していました。【１面参照】

桜並木を散策
湧く湧く元気クラブ

桜
や
菜
の
花
が
咲
く
コ
ー
ス
を
歩
く
参
加
者

すくすく育て　記念のサクラ ―肥後銀行 100 周年記念事業

　肥後銀行は創立 100 周年記念事業の一環で、
嘉島町に桜の苗木を寄贈されました。
　３月 25 日、同行の取締役専務執行役員（現
肥後キャピタル社長）の田島功氏が来庁され、
鍋田町長にソメイヨシノ３本の寄贈目録を手渡
しました。
　苗木は、町役場玄関近くの花壇や町総合運動
公園に植えています。

町
役
場
の
花
壇
に
植
樹
さ
れ
た 

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

田島功氏（右）から 
寄贈目録を受け取る鍋田町長

薬師堂を守る集落の人たち

釈
迦
像
に
甘
茶
を
注
ぐ
女
性

　

西
光
寺
の
薬
師
堂
は
、
下
六
嘉

の
天
然
プ
ー
ル
の
す
ぐ
そ
ば
。
昭

和
56
（
１
９
８
１
）
年
10
月
に
改

築
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
で
は
親
し

み
を
込
め
て
「
お
や
く
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
史
に
よ
る
と
、
西
光
寺

は
真
言
宗
の
寺
院
で
、
明
治
維
新

ま
ち
探
訪

西
光
寺
の
薬
師
堂

広報かしま2025.5
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　平成 28（2016）年の熊本地震から９年となった４月
14 ～ 16 日、嘉島町役場と町民会館前に掲げられる国旗、
町旗が半旗掲揚され、弔意を表しました。
　嘉島町でも最大震度６強の揺れに見舞われ、犠牲者や
家屋損壊など甚大な被害が出ました。以来、小学校など
で地震に備えた避難訓練が行われるなど、被災体験の教
訓を生かした取り組みが行われています。
　14 日は、県庁で県主催の犠牲者追悼式があり、犠牲
者の家族らが参列され、亡くなられた方々の冥福を祈り
ました。

　令和７年の第１回嘉島町農業委員会臨時総会が４
月１日、町役場であり、会長に下田司氏を互選しま
した。町内の各区などの推薦を受け、町議会の同意
を得た全 17 委員が出席。鍋田町長から任命を受け、
年間業務などを話し合いました。
　下田氏は委員就任７期目、会長職４期目です。他
の委員は次の通りです。（敬称略、かっこ内は推薦
区・団体）
　▽会長職務代理者　松永雄治（上六嘉）▽委員　
山内秀一（滝河原、高田）村上卓也（西村）榮恵

（商工会）福永哲夫（上六嘉）齊藤進（上仲間）西
岡千秋（下六嘉）松本誠一（犬渕）松本一幸（下仲
間）中津芳春（鯰）吉田三十志（鯰）藤瀬信行（下
六嘉）森嶋秀利（北甘木）田端雅充（三郎無田）髙
松耕生（井寺）渡辺真由美（上島）

　令和７年度の「きらめき町民カレッジ」の開講式
が 4 月 18 日、町民会館で開かれました。
　本年度は「金融・くらし」「健康」「スポーツ」

「人権」などのテーマで計６回を予定しています。
92 人の受講申し込みがありました。
　開講式で、青木政俊教育長が「楽しみや生きがい、
人と人とのつながりの機会になればと思います」と、
あいさつ。町教育委員会社会教育課の石松直

ただし

さんが、
「家形埴輪の意味」と題して講演しました。
　受講生は、石松さんから埋蔵文化財や遺跡、考古
学の基礎知識を学び、上官塚遺跡から出土した全国
的にも珍しい家形埴輪と囲形埴輪についての説明に
興味深く耳を傾けていました。
　その後、受講生たちは文化財センターに向かい、
家形埴輪や円筒埴輪など、展示物を見学しました。

埋蔵文化財学ぶ
町民カレッジ開講

農業委員会臨時総会

1 7 人 を 任 命

熊本地震から９年
半旗掲揚で弔意

町
民
カ
レ
ッ
ジ
で
講
演
す
る
石
松
直
さ
ん

半
旗
掲
揚
さ
れ
た
嘉
島
町
民
会
館
前
の
国
旗
、
町
旗

鍋田町長から任命書を受け取る下田司氏

広報かしま 2025.5
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嘉
島
西
小　
梅
田 

幸
博 

さ
ん

　春の教職員異動に伴い、嘉島町の小中
学校に配属された先生方の受け入れ式が
４月１日、町民会館でありました。今回
は嘉島東小と嘉島西小の校長先生が代
わったほか、４人の新規採用教諭を含む

28 人の教職員が赴任されました。
　２人の新校長インタビューと「ようこ
そ先生」（敬称略　①抱負②モットー・
信条③趣味・特技）で、横顔を紹介しま
す。

　

―
ど
ん
な
学
校
に
し
た
い
で
す
か
。

　
「
楽
し
い
学
校
」
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
我
々

教
職
員
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

を
含
め
て
多
く
の
人
た
ち
が
楽
し

い
、
と
感
じ
る
学
校
づ
く
り
が
理

想
で
す
。

　

―
実
現
に
向
け
た
運
営
方
針
を
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き
た
時

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
方
と
の
つ
な

が
り
の
あ
る
運
営
を
心
掛
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
児
童
が
抱
え

る
悩
み
を
は
じ
め
、
教
職
員
の
働

き
方
と
い
っ
た
多
く
の
課
題
を
地

域
の
皆
さ
ん
の
力
も
借
り
て
解
消

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

―
教
師
に
な
っ
た
理
由
は
？

　

良
き
師
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
小
学
生
の

時
の
文
集
に
「
学
校
の
先
生
に
な

り
た
い
」
と
書
き
ま
し
た
。
以
来
、

ぶ
れ
ず
に
教
職
に
就
く
夢
を
追
い

か
け
、
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

―
好
き
な
言
葉
や
趣
味
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
「
一
期
一
会
」
と
い
う
言
葉
が

好
き
で
す
。
人
と
の
出
会
い
、
関

わ
り
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
趣

味
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
野
菜
作
り
。

中
学
生
ま
で
野
球
に
打
ち
込
み
ま

し
た
。
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

で
す
。

　

―
嘉
島
町
に
ど
ん
な
印
象
を
お

持
ち
で
す
か
。

　

都
会
的
で
華
や
か
な
印
象
で

す
。「
水
の
郷
」
と
言
わ
れ
る
通

り
、
豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
た
爽
や

か
な
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。
人

口
が
増
え
て
お
り
、
町
の
勢
い
を

感
じ
ま
す
。

楽
し
さ
感
じ
る
学
校
に

気
付
き
、
考
え
、
行
動
す
る

こ
数
年
、
子
ど
も
た
ち
に
も
浸
透

し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

―
理
想
の
教
師
像
は
？

　

私
は
小
学
３
年
生
の
頃
に
母
を

亡
く
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
周
囲

の
先
生
方
に
い
ろ
い
ろ
配
慮
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
教
師
を
志

す
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
り
ま
し

た
。
時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
優

し
く
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、「
認

め
、
褒
め
、
励
ま
し
、
伸
ば
す
」

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

―
座
右
の
銘
を
。

　

一
つ
は
「
七
転
び
八
起
き
」。

も
う
一
つ
は
、
子
ど
も
た
ち
に

大
切
に
し
て
ほ
し
い
「
３
つ
の

『
あ
』」
で
す
。「
あ
い
さ
つ
（
出

会
い
）」「
あ
り
が
と
う
（
感
謝
）」

「
あ
た
ら
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
努

力
）」。
こ
れ
は
自
分
自
身
、
心
掛

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

―
趣
味
や
特
技
は
。

　

趣
味
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
い
う

か
、
庭
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
で

す
。
と
言
っ
て
も
、
草
む
し
り
で

す
が
（
笑
い
）。
温
泉
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
も
好
き
で
す
よ
。

　

―
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

嘉
島
西
小
は
創
立
１
５
０
年
を

超
え
る
地
域
に
根
差
し
た
学
校
で

す
。
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
愛
を
育

ん
で
も
ら
い
、
各
自
の
夢
が
実
現

で
き
る
よ
う
に
、
基
礎
を
築
い
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

―
学
校
運
営
の
お
考
え
を
。

　

本
校
の
教
育
目
標
で
あ
る
「
気

付
き
、
考
え
、
行
動
す
る
」
を
意

識
し
た
運
営
を
考
え
て
い
ま
す
。

前
任
の
校
長
も
掲
げ
て
お
り
、
こ

校長先生インタビュー

◇あそう・しゅうじ
55歳。郷里の南小国町の自宅
から単身赴任中。初任校は力
合小（熊本市）、前任は県社
会教育課。山口大教育学部卒。

◇うめだ・ゆきひろ
56歳。熊本市出身。初任校は
広安小（益城町）。前任校は
高森東学園。熊本大教育学部
卒。妻は嘉島東小教諭。

嘉
島
東
小　
麻
生 

秀
治 

さ
ん

ようこそ 先 生  水の郷　嘉島へ
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く
り
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
謙
虚
・
挑
戦
・
感
謝

③
息
子
た
ち
と
の
公
園
め
ぐ
り　

嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
の
芝
生
広

場
に
も
よ
く
遊
び
に
来
ま
す
。
息

子
の
お
気
に
入
り
の
公
園
で
す
。

　教諭

森
もり

本
もと

　直
なお

樹
き

先生
( 新規採用 )

①
今
年
度
か
ら
新
た
な
人
達
と
関

わ
り
を
持
て
る
こ
と
に
感
謝
し
て

多
く
の
方
々
に
出
会
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

②
私
の
生
活
の
心
得
と
し
て
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
な
い
こ

と
で
す
。

③
色
々
な
物
や
出
来
事
に
興
味
が

あ
り
ま
す
。
特
に
景
観
・
グ
ル
メ

旅
行
、
温
泉
が
大
好
き
で
す
。

嘉
島
東
小

　教諭

板
いた

井
い

　宏
こう

基
き

先生
（広安小）

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

②
早
寝
早
起
き
。
で
き
れ
ば
朝
か

ら
散
歩
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

③
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
見
た
り

す
る
こ
と
。
ク
イ
ズ
番
組
を
見
る

こ
と
。
ナ
ゾ
ト
レ
が
得
意
で
す
。

　教諭

佐
さ

藤
とう

　奈
な

穂
ほ

先生
( 清和中 )

①
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
様
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
、「
数
学
」
が
「
数

楽
」
と
な
る
よ
う
に
、
生
徒
と
一

緒
に
楽
し
く
学
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

②
ど
ん
な
こ
と
に
も
ベ
ス
ト
を
尽

く
す
。

③
趣
味
は
散
歩
で
す
。
特
に
春
の

散
歩
が
大
好
き
で
す
。

　栄養教諭

志
し

賀
が

　尚
しょう

子
こ

先生
( 矢部中 )

①
安
心
安
全
で
お
い
し
い
給
食
づ

①
十
数
年
ぶ
り
に
東
小
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
心
機
一
転
、
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

②
思
い
や
り
の
心
を
忘
れ
ず
に
！

何
事
に
も
一
生
懸
命
！

③
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
水
泳
、
時
々

行
く
ツ
ー
リ
ン
グ

　教諭

天
あま

川
かわ

　一
かず

幸
ゆき

先生
（津森小）

①
教
職
42
年
目
に
し
て
、
初
め
て

嘉
島
町
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
日
で
も

早
く
な
じ
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

②
一
生
懸
命

③
車
が
好
き
で
、
修
理
し
な
が
ら

乗
り
継
い
で
い
ま
す
。

　教諭

清
しみ

水
ず

　貴
たか

司
し

先生
( 河浦小 )

①
地
元
で
あ
る
嘉
島
町
で
教
員
と

し
て
働
く
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
精

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

②
オ
ン
と
オ
フ
の
メ
リ
ハ
リ
。

③
学
生
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
で
し

た
。
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で

す
。
た
ま
に
天
草
で
魚
釣
り
を
し

た
り
、
県
外
・
国
外
へ
遊
び
に

行
っ
た
り
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
い
ま
す
。

　教諭

栁
やな

木
ぎ

 亜
あ

希
き

子
こ

先生
( 益城中央小 )

①
今
年
度
よ
り
嘉
島
町
で
お
世
話

に
な
り
ま
す
。
先
生
方
と
一
緒
に

嘉
島
の
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い

成
長
を
支
え
て
い
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
日
々
、
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ

て
過
ご
す
。

③
小
学
生
の
頃
よ
り
続
け
て
い
る

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。

　養護教諭

髙
たか

島
しま

　博
ひろ

美
み

先生
( 広安小 )

①
嘉
島
町
の
子
ど
も
の
心
と
体
の

健
康
促
進
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

②
何
事
も
前
向
き
に
考
え
る
こ
と

で
す
。

③
体
を
動
か
す
こ
と
。
温
泉
巡
り
。

嘉
島
中

　主幹教諭

福
ふく

島
しま

　亜
あ

矢
や

先生
（上益城教育事務所）

①
３
年
ぶ
り
に
嘉
島
中
学
校
に
勤

務
で
き
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
子
供
た
ち
と
一
緒
に

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
共
に
成
長

し
て
い
き
た
い
で
す
。

②
大
変
な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
は

あ
る
け
れ
ど
、
何
事
も
楽
し
み
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

③
今
年
は
キ
ャ
ン
プ
に
挑
戦
し
た

い
で
す
。
現
在
道
具
を
準
備
中
‼

　教諭

松
まつ

本
もと

　崇
たか

寿
とし

先生
（緑東中）

①
こ
れ
ま
で
勤
務
し
た
学
校
は
小

規
模
の
学
校
が
多
か
っ
た
の
で
、

ま
ず
は
子
ど
も
達
の
顔
と
名
前
を

覚
え
、
勉
強
や
部
活
を
一
緒
に
頑

【
東
小
…
10
面
に
続
く
】

よ
う
こ
そ 

先
生

	

①
抱
負	

◇
質
問
項
目	

②
モ
ッ
ト
ー
・
信
条

	

③
趣
味
・
特
技
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①
早
く
学
校
の
仕
事
に
慣
れ
、

楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

②
常
在
戦
場

③
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
、
デ
ッ
ド
リ

フ
ト

　講師

藤
ふじ

江
え

 美
み

由
ゆ

紀
き

先生
( 御船中 )

①
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
で

新
し
い
人
と
の
出
会
い
、
自
分
と

の
出
会
い
を
楽
し
む
こ
と
で
す
。

②
楽
し
く
生
き
る
た
め
に
、
何
事

に
も
楽
し
み
を
見
つ
け
て
一
生
懸

命
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
す
る
。

と
に
か
く
人
生
楽
し
み
た
い
で
す
。

③
本
や
文
房
具
売
り
場
を
眺
め
る

こ
と
が
好
き
で
す
。
習
字
を
し
て

い
た
の
で
毛
筆
が
得
意
で
す
。

①
児
童
数
の
多
い
学
校
は
初
め
て

で
す
の
で
、
一
日
で
も
早
く
子
ど

も
た
ち
の
名
前
を
覚
え
た
い
で
す
。

②
毎
日
笑
顔
で
い
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。
学
校
で
も

家
庭
で
も
笑
顔
で
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

③
旅
行
が
好
き
で
す
。
夏
に
は
海

や
水
族
館
に
行
く
予
定
で
す
。
楽

し
み
で
す
。
今
年
一
年
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　講師

藤
ふじ

原
わら

　一
かず

也
や

先生
( 嘉島中 )

①
早
く
小
学
校
、
子
ど
も
た
ち
に

慣
れ
て
楽
し
い
毎
日
を
送
る
こ
と
。

②
毎
日
楽
し
く
、
つ
つ
ま
し
く
。

③
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
す
。

自
然
の
中
を
歩
い
た
り
、
走
っ
た

り
す
る
と
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。

　教諭

谷
たに

山
やま

　太
た

一
いち

先生
( 新規採用 )

①
教
員
１
年
目
で
す
。
若
さ
を
生

か
し
、
子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い

よ
う
な
元
気
で
、
精
い
っ
ぱ
い
頑

張
り
ま
す
！

②
謙
虚
に
学
び
続
け
る
姿
勢
で
い

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

嘉
島
東
小
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に

成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
！

③
10
歳
か
ら
硬
式
テ
ニ
ス
し
て
い

ま
す
。
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
い

ろ
い
ろ
な
映
画
を
見
ま
す
。

嘉
島
西
小

　主幹教諭

佐
さ

藤
とう

　貴
たか

文
ふみ

先生
( 益城中 )

①
初
め
て
嘉
島
町
で
勤
務
し
ま
す
。

早
く
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の

　事務主査

田
た

中
なか

　元
あさ

陽
ひ

先生
( 県文化課 )

　講師

藤
ふじ

永
なが

　夏
なつ

子
こ

先生
( 三加和小 )

方
々
と
交
流
を
深
め
た
い
で
す
。

②
ど
ん
な
こ
と
に
も
「
気
付
き
、

考
え
、
行
動
す
る
」

③
で
き
る
限
り
、
家
事
を
行
う
こ

と
と
水
泳
の
指
導
を
趣
味
と
し
て

い
ま
す
。

　教諭

岩
いわ

崎
さき

　太
たい

貴
き

先生
( 広安小 )

①
10
年
ぶ
り
に
嘉
島
町
に
戻
っ

て
参
り
ま
し
た
。「
楽
し
む
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

②
行
動
あ
る
の
み
�

③
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
す
。

漫
画
～
教
育
書
ま
で
幅
広
く
読
み

ま
す
。
ま
た
、
お
い
し
い
焼
き
鳥

屋
さ
ん
を
探
す
こ
と
も
大
好
き
で

す
。

　教諭

久
く

米
め

　廣
ひろ

典
のり

先生
( 広安西小 )

①
自
分
ら
し
く
、
生
き
生
き
と
過

ご
す
姿
で
、
子
ど
も
た
ち
に
接
し
、

共
に
学
び
合
う
。

②
い
い
加
減
が
、
良
い
加
減
。

③
逆
立
ち
。

　教諭

井
いの

上
うえ

　薫
かおる

先生
（美咲野小）

①
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
一
期
一

会
」
で
す
。
嘉
島
町
の
子
ど
も
た

ち
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

②
感
謝
を
言
葉
に
す
る
こ
と
で
す
。

③
趣
味
が
子
育
て
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
本
当
は
釣
り
や
古
着

屋
巡
り
を
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り
読

書
を
し
た
い
で
す
。

　教諭

山
やま

﨑
さき

 まりも先生
（菊池支援）

①
嘉
島
西
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

と
毎
日
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
。

②
笑
顔
を
忘
れ
な
い
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

③
趣
味
は
サ
ウ
ナ
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
う
こ
そ 

先
生

	

①
抱
負	

◇
質
問
項
目	

②
モ
ッ
ト
ー
・
信
条

	

③
趣
味
・
特
技

【
東
小
…
9
面
か
ら
続
く
】
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　教諭

山
やま

下
した

　淳
じゅん

子
こ

先生
( 津森小 )

①
嘉
島
町
勤
務
は
初
め
て
で
す
。

早
く
町
や
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を

知
り
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
た
い
で
す
。

②
い
つ
も
笑
顔
で
、
前
向
き
に
過

ご
す
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

③
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
歌
舞
伎
を
見

る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
（
特
に
野
球
）
観
戦
も
大
好
き

で
す
。

　教諭

布
ふ

田
た

　智
とも

久
ひさ

先生
( 津森小 )

①
17
年
前
の
３
年
間
、
嘉
島
西
小

学
校
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、

校
舎
が
新
設
し
て
、
児
童
の
数
が

増
え
て
、
感
慨
深
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
年
齢
が
高
い
の
で
す

が
、
初
心
に
戻
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
で
す
。

②
感
謝
と
謙
虚
さ
を
常
に
持
つ
こ

と
で
す
。

③
人
吉
春
風
短
コ
ー
ス
を
ゆ
っ
く

り
走
り
た
い
で
す
。

　養護教諭

佐
さ

藤
とう

　有
ゆ

里
り

先生
( 広安西小 )

①
嘉
島
町
の
子
ど
も
達
と
笑
顔
で

明
る
く
楽
し
く
健
康
に
、
日
々

い
っ
し
ょ
に
成
長
し
て
い
き
た
い

で
す
。

②
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
。
一
度

し
か
な
い
人
生
で
す
。
た
く
さ
ん

笑
っ
て
過
ご
し
た
い
で
す
。

③
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
趣
味
で
す
。
年

に
１
度
、
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
華
道
を
し
て
い
ま
す
。

お
花
を
育
て
る
こ
と
も
好
き
で
す
。

　事務主査

田
た

村
むら

　奈
な

美
み

先生
（松橋東支援）

①
縁
あ
っ
て
嘉
島
町
に
赴
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
の

出
会
い
を
大
切
に
、「
か
に
し
ま

る
」
で
の
旅
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

②
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く

③
自
然
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
が
好
き

で
す
。
最
近
は
よ
く
飯
田
山
に

登
っ
て
い
ま
す
。
秋
に
、
大
分
県

の
久
住
山
に
登
る
こ
と
が
今
の
目

標
で
す
。

　講師

甲
か

斐
い

　薫
かおる

先生
( 益城中央小 )

①
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
楽
し

く
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

②
感
謝
の
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

③
音
楽
、
旅
行

　講師

田
たの

上
うえ

　貴
たか

資
し

先生
( 飯野小 )

①
こ
れ
か
ら
の
一
年
間
、
子
ど
も

た
ち
と
共
に
こ
の
す
ば
ら
し
い
町

嘉
島
町
の
魅
力
を
探
し
、
見
つ
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
何
事
に
も
関
心
を
も
ち
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

③
休
み
に
は
、
ゆ
っ
く
り
温
泉
に

入
っ
て
ま
す
。

　教諭

大
おお

島
しま

 美
み

智
ち

瑠
る

先生
( 新規採用 )

①
嘉
島
西
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
私
が
で
き
る
こ
と
を
精

い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
ま
す
。

②
毎
日
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
笑
顔
で
い
る
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。

③
音
楽
を
聴
く
こ
と
、
編
み
物
が

好
き
で
す
。
特
技
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
す
。

　教諭

篠
しの

田
だ

　茉
ま

弥
や

先生
( 新規採用 )

①
新
規
採
用
で
緊
張
し
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
精

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

②
笑
顔
で
明
る
く
過
ご
し
、
た
く

さ
ん
の
人
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

③
約
20
年
柔
道
を
し
て
い
た
の
で

柔
道
が
特
技
で
す
。
何
年
や
っ
て

も
飽
き
ず
、
大
好
き
で
す
。

　

鹿
島
町
内
の
小
中
学
生
に
新
規

採
用
さ
れ
た
４
人
の
教
諭
の
受
け

入
れ
式
が
４
月
１
日
、
町
民
会
館

で
あ
り
ま
し
た
。
青
木
政
俊
教
育

長
が
「
今
で
き
る
こ
と
を
精
い
っ

ぱ
い
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
し
、
鍋
田
町
長
が
「
誇
り

を
持
ち
、
心
身
共
に
健
康
で
ご
活

躍
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
嘉

島
中
の
森
本
直
樹
教
諭
が
代
表
し

て
宣
誓
書
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

新
採
教
諭
４
人
が
宣
誓

よ
う
こ
そ 

先
生

	

①
抱
負	

◇
質
問
項
目	

②
モ
ッ
ト
ー
・
信
条

	

③
趣
味
・
特
技

受
け
入
れ
式
に
臨
ん
だ
新
規
採
用
の

４
教
諭
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ご
注
意
く
だ
さ
い

下
水
道
使
用
料
の
算
定

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
、
毎

月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員

に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
町

外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入
院
、

単
身
赴
任
、
自
宅
以
外
か
ら
通
学
す
る

学
生
な
ど
）
に
つ
い
て
は
使
用
料
の
減

免
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式

に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。
遡
っ
て
の

申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

減
免
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
建
設

課
下
水
道
係
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
に
戻
ら
れ
た
場
合
は
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い
場

合
は
、
遡
っ
て
料
金
徴
収
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－
２
６
１
９　

事
業
系
ご
み
は
家
庭
ご
み
集
積

所
に
出
せ
ま
せ
ん
！

　

事
業
活
動
に
伴
っ
て
出
る
ご
み
の
う

ち
、
産
業
廃
棄
物
に
該
当
し
な
い
ご
み

を
「
事
業
系
一
般
廃
棄
物
（
事
業
系
ご

み
）」
と
言
い
ま
す
。
事
業
系
ご
み
は

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
事
業
者
自
ら
の
責
任
に

お
い
て
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一
般

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
と
変
わ
ら
な
い
も

の
で
あ
っ
て
も
、
事
業
系
ご
み
を
家
庭

ご
み
集
積
所
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
排
出
量
に
関
係
な
く
不
法
投
棄
と

み
な
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
者
自
ら
が
処
理
施
設
等
へ
搬
入

す
る
か
、
町
の
許
可
を
受
け
た
一
般
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
業
者
に
収
集
を

委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
業
活
動
と
は
、
店
舗
、
会

社
、
工
場
な
ど
の
営
利
を
目
的
と
す
る

活
動
だ
け
で
な
く
、
学
校
や
病
院
、
官

公
署
等
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
等
の
活

動
も
含
ま
れ
ま
す
。
従
業
員
の
飲
食
な

ど
に
伴
っ
て
生
じ
た
ご
み
な
ど
、
本
来

の
業
務
以
外
で
発
生
す
る
ご
み
に
つ
い

て
も
、
事
業
系
ご
み
に
な
り
ま
す
。

◇�

お
断
り　

問
い
合
わ
せ
先
は

各
項
の
末
尾
で
す
。

マイナンバーカード夜間窓口

　日中に来庁することが困難な方のために、
マイナンバーカードの夜間窓口を開設して
おります。
　受取・申請等の手続きを行うことができ
ますので、ぜひこの機会をご利用ください。

　５月13日（火）５月29日（木）
　６月10日（火）６月26日（木）

午後５時～午後８時

※事前予約が必要です！
予約先：役場町民保険課戸籍係

☎237-2574（直通）

　都合により中止または変更する場合があ
りますので、事前にご確認ください。

５ 月 の 納 税 等 ６ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税……………　　①期
軽自動車税……………　　全期
保育所利用料………… ５ 月分
町営住宅使用料……… ５ 月分
下水道使用料………… ４ 月分
簡易水道料金………… ４ 月分

納期限日（口座振替日）
　　　令和７年６月２日（月）

町県民税
国民健康保険税　　　　}①期
介護保険料
保育所利用料………… ６ 月分
町営住宅使用料……… ６ 月分
下水道使用料………… ５ 月分
簡易水道料金………… ５ 月分

納期限日（口座振替日）
　　　令和７年６月30日（月）

毎月第４水曜日
※祝日の場合は翌日
午後６時～８時

5月28日
６月25日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 口座振替の結果は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

【予約・問い合わせ】☎237−2639（直通）
※�予約は開催日前日の17時までお電話にて受け

付けます。お電話以外での受付は致しかねます
のでご了承ください。

※�事前予約者がいない場合、税務相談は中止します。
予めご了承ください。

事前予約必須です！

↑

広報かしま2025.5
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【
14
面
に
続
く
】

↑

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７　

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る 

木
の
伐
採
に
ご
協
力
を

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や

倒
木
で
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
に
損

害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有
者
の

管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
は
点
検
を
実
施
し
、
危
険
な
場

合
は
伐
採
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

県
道
路
保
全
課

☎
３
３
３－

２
４
９
５　

若
者
を
狙
う
も
う
け
話

　

５
月
は
進
学
や
就
職
後
の
新
生
活
に

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
や
迷
子
札

を
装
着
し
て
お
く
と
、
迷
子
に
な
っ
た

時
に
飼
い
主
の
も
と
に
戻
る
確
率
が
高

ま
る
た
め
、
必
ず
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

御
船
保
健
所　

☎
２
８
２－

０
０
１
６　

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

　

こ
れ
か
ら
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
が
始

ま
り
、
ミ
ツ
バ
チ
が
訪
花
す
る
時
季
に

な
り
ま
す
。
農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
に
よ
る
危
害
が
生

じ
な
い
よ
う
、
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱

の
位
置
や
防
除
計
画
な
ど
の
情
報
を
事

前
に
交
換
す
る
と
と
も
に
、
散
布
し
た

農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
に
か
か
ら
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

県
農
業
技
術
課

　
　

☎
３
３
３－

２
３
８
１　

ご
存
じ
で
す
か

？

リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
ご
協
力
を 

お
願
い
し
ま
す
！

　

町
で
は
、
２
か
月
に
１
回
、
偶
数
月

に
各
地
区
の
公
民
館
等
で
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
や
限
り
あ
る
資
源
の

慣
れ
、
新
し
い
環
境
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に

注
意
が
必
要
な
時
期
で
す
。
大
学
生
な

ど
に
な
る
と
行
動
範
囲
が
広
が
る
一
方
、

出
会
い
の
中
で
投
資
な
ど
に
勧
誘
さ
れ

る
機
会
も
あ
り
ま
す
。
も
う
け
話
を
う

の
み
に
せ
ず
、
投
資
や
副
業
は
不
要
で

あ
れ
ば
固
く
断
り
、
借
金
し
て
ま
で
の

契
約
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
３
８
３－

０
９
９
９

回
数
券
の
返
金
ト
ラ
ブ
ル

　

整
骨
院
や
ジ
ム
な
ど
で
回
数
券
購
入

後
に
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
未
利

用
分
の
返
金
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
解

約
や
払
い
戻
し
は
各
事
業
者
の
規
約
に

従
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
購
入
時
は
利

用
条
件
や
解
約
ル
ー
ル
を
よ
く
確
認
し

十
分
に
納
得
し
た
上
で
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

　
　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
３
８
３－

０
９
９
９　

ペ
ッ
ト
も
守
ろ
う　
災
害
対
策

　

災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る
の
は
飼

い
主
だ
け
で
す
。
災
害
が
起
き
て
か
ら

で
は
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大

切
で
す
。
少
な
く
と
も
５
日
分
以
上
の

フ
ー
ド
や
水
を
備
蓄
し
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ

の
駆
除
や
リ
ー
ド
の
準
備
、
ケ
ー
ジ

に
入
る
な
ど
の
し
つ
け
を
し
て
お
き
ま

 ５月18日（日）	香田整形外科・内科（嘉島町）� ☎２３７－２８１１	

	 さつき薬局嘉島店（嘉島町）� ☎２３５－４５５１

 ５月25日（日）	榊田泌尿器科外科医院（御船町）�☎２８２－６３６３	

	 こすもす薬局御船店（御船町）� ☎２８２－４２４４

 ６月１日（日）	藤岡医院（御船町）� ☎２８２－０４０５	

	 御船中央薬局（御船町）� ☎２８２－２１０５

 ６月８日（日）	みふね眼科（御船町）� ☎２８２－３７１１	

 	 御船薬局（御船町）� ☎２８２－７６３０

 ６月15日（日）	山地外科胃腸科医院（嘉島町）� ☎２３７－０００３	

	 そよ風薬局嘉島店（嘉島町）� ☎２３７－４６０５

休日当番医

※変更になる場合がありますので、受診前に必ず直接医療機関にご確認ください。

広報かしま 2025.5
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有
効
活
用
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
ア
ル
ミ
缶
や
再
利
用
ビ
ン
・
紙
類
な

ど
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
の

で
は
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－
２
５
９
７　

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま 

第
12
回
特
別
弔
慰
金
の
手
続
き
を

○
趣
旨

　

令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
は
戦
後
80

周
年
に
あ
た
り
、
今
日
の
平
和
と
繁
栄

の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲

に
思
い
を
致
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔

慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の

ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

○
請
求
期
間

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10

（
２
０
２
８
）
年
３
月
31
日

○
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
今
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お

い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方

（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

↑

【
13
面
か
ら
続
く
】

の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

１�　

今
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２　

戦
没
者
等
の
子

３�　

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４�　

１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三

親
等
内
の
親
族
（
お
い
、
め
い
等
）

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
（
基
本
的
に
同
一
の
戸
籍
に
入
っ

て
い
た
方
）
に
限
り
ま
す
。

※�

３
、
４
に
つ
い
て
は
、
戦
没
者
等

の
死
亡
時
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、

前
提
と
な
り
ま
す
。

○
支
給
内
容

　

額
面
27
万
５
千
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

　

償
還
期
間　

令
和
８
（
２
０
２
６
）

年
か
ら
令
和
12
（
２
０
３
０
）
年

　
　

役
場
福
祉
課
福
祉
係　

☎
２
３
７－

２
５
７
６　

　
　

県
社
会
福
祉
課
援
護
恩
給
班

☎
３
３
３－

２
１
８
７　

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル 

（
＃
９
９
１
０
）
通
報
の
お
願
い

　

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
道
路
に
お

け
る
倒
木
や
穴
ぼ
こ
な
ど
、
道
路
異
状

を
発
見
し
た
場
合
の
通
報
窓
口
で
す
。

こ
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
通
報
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
速
や
か
に
応
急
処
置
な
ど
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
道
路
の
異
状

に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

道
路
異
状
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
「
＃
９
９
１
０
」
に
ご
連
絡

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
　

県
道
路
保
全
課

☎
３
３
３－
２
４
９
５　

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査

　

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査
を
実
施

さ
れ
た
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
の
基
準
に

適
合
し
て
い
る
か
検
査
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

町
が
委
託
し
た
検
査
機
関
が
概
ね
月

２
回
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
役
場
都
市

計
画
課
環
境
係
に
採
水
容
器
を
取
り
に

来
て
い
た
だ
き
、検
査
日
（
毎
月
２
回
）

当
日
に
採
水
し
、
午
前
11
時
半
ま
で
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

検
査
結
果
及
び
検
査
代
金
の
領
収
書

地下水保全施設の設置に補助
　地下水保全のため、住宅に雨水浸透桝を設置し
て雨水の流出を防ぐ場合又は雨水貯留タンクを設
置して雨水の有効利用を図る場合に、予算の範囲
内で補助金を交付します。

 雨水浸透桝設置補助 
　補助対象�　雨樋から接続できる位置に設置した

内径又は内幅 250mm 以上の桝本体が
浸透性を有するもの。

　補助金額　15,000 円×設置基数（上限４基）

 雨水貯留タンク設置補助 
　補助対象�　散水用として販売されており、一般的

に購入可能な製品で、有効貯水量 50リッ
トル以上のもの。１設置者につき１基。

　補助金額
　貯留容量 200 リットル以上	 	
　　設置に要する費用の全額（上限 35,000 円）
　貯留容量 200 リットル未満	 	
　　設置に要する費用の２分の１（上限 24,000 円）

【お問い合わせ先】
　役場都市計画課環境係　☎２３７―２５９７

広報かしま2025.5
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↑は
、
後
日
検
査
機
関
か
ら
郵
送
さ
れ
ま

す
。

○
検
査
対
象　

家
庭
用
の
飲
料
水
（
ア

パ
ー
ト
や
貸
家
、
事
業
系
は
対
象
外
）

○
検
査
日　

令
和
７
年
５
月
21
日
（
水
）、

６
月
４
日
（
水
）、
６
月
18
日
（
水
）

※
検
査
日
当
日
に
採
水
し
、
必
ず
午
前

11
時
半
ま
で
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
採
水
方
法　

採
水
容
器
セ
ッ
ト
に
同

封
さ
れ
て
い
る
「
採
水
の
手
引
き
」
を

ご
覧
の
上
、
ご
自
身
で
採
水
し
て
く
だ

さ
い
。

○
検
査
項
目　

11
項
目

　
（
一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
亜
硝
酸
窒
素
、

硝
酸
態
窒
素
及
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
塩

化
物
イ
オ
ン
、
有
機
物
、
ｐ
Ｈ
値
、
味
、

臭
気
、
色
度
、
濁
度
）

○
検
査
代
金　

５
５
０
０
円

　

採
水
し
た
水
を
ご
持
参
さ
れ
た
際
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
お
釣
り
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
補
助
金
額　

２
０
０
０
円

　

後
日
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

○
申
込
先　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

○
申
込
方
法　

検
査
日
前
の
都
合
が
い

い
と
き
に
、
採
水
容
器
と
申
請
書
を
取

り
に
来
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
令
和
６
年
度
の
水
質
検
査
結
果
と
し

て
は
、
検
査
件
数
61
件
の
う
ち
、
不

適
合
件
数
７
件
で
し
た
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

【
16
面
に
続
く
】

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７　

介
護
料
支
給
制
度

○
対
象
者　

自
動
車
事
故
で
脳
・
脊

髄
・
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重
度
の

後
遺
障
害
を
持
ち
、
常
時
ま
た
は
随
時

の
介
護
が
必
要
な
方

○
支
給
額　

・�

常
時
要
介
護
の
方
（
最
重
度
）　

自

賠
責
後
遺
障
害
等
級
「
１
級
１
号
」

ま
た
は
「
１
級
２
号
」
で
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
方　

　
�

月
額
８
万
５
３
１
０
円
～
21
万
１
５

３
０
円

・�
常
時
要
介
護
の
方　

自
賠
責
後
遺
障

害
等
級
「
１
級
１
号
」
ま
た
は
「
１

級
２
号
」　

　

�

月
額
７
万
２
９
９
０
円
～
16
万
６
９

５
０
円

・�

随
時
要
介
護
の
方　

自
賠
責
後
遺
障

害
等
級
「
２
級
１
号
」
ま
た
は
「
２

級
２
号
」

　

�

月
額
３
万
６
５
０
０
円
～
８
万
３
４

８
０
円

※
次
の
介
護
料
に
相
当
す
る
給
付
を
受

け
て
い
る
場
合
、
介
護
料
は
支
給
で
き

ま
せ
ん

　

�

①
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
規
定

に
よ
る
介
護
補
償
給
付
ま
た
は
介
護

給
付

　健康ポイント事業「もっと健康！げんき！アップくまもと」のスマートフォンアプリで新シー
ズンのポイント加算が開始しました。令和８年２月末までに健康づくりに取り組んでポイントを
貯めると、得点に応じて豪華賞品への応募ができます。この機会に是非始めてみませんか？
　アプリは、下記のQRコードからダウンロードできます。楽しみながら「健康」と「お得」
をゲットしましょう！
　「もっと健康！げんき！アップくまもと」は、健康状態の入力、
歩数や健診（検診）受診することでポイントが加算される健康づ
くりに活用できるスマートフォンのアプリです。熊本連携都市圏
事業として嘉島町を含む８市15町村が共同で行っています。

お問い合わせ　
　「熊本健康ポイント事業」運営事務局　☎ 0120－040－037
　役場町民保険課保健係　☎ 237－2574

楽しく、お得に健康的に！ 
� アプリで健康アップ！

～ 新シーズンスタート ～

iPhone 版

Android 版

広報かしま 2025.5
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�

②
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
介
護

給
付
ま
た
は
予
防
給
付

　

③�
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
の
規
定

に
よ
る
介
護
補
償

　

④�

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の
規
定

に
よ
る
介
護
補
償　

な
ど

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
熊
本
支
所

☎
３
２
２－

５
２
２
９　

募
っ
て
い
ま
す

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
が
次
の

日
程
で
開
き
ま
す
。
各
事
業
所
で
管

理
・
監
督
的
な
方
の
受
講
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
講
習
日

　
　

６
月
26
日
（
木
）
９
時
～
17
時

　
　
　
　

27
日
（
金
）
９
時
～
12
時

○
講
習
場
所

　
　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

○
申
込
期
間　

５
月
19
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
５
月
30
日
（
金
）

○
申
込
方
法　

受
講
申
請
書
に
記
載
後
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
み
受

け
付
け
ま
す
。（
先
着
35
名
で
締
め
切

り
ま
す
。）

※
申
請
書
は
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
受
講
料　

４
１
０
０
円（
当
日
徴
収
）

　
　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　

予
防
指
導
課
予
防
指
導
係

☎
２
８
２－

１
９
６
３　

障
が
い
の
あ
る
方
が 

対
象
の
職
業
訓
練
生

《
パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
科
》

○
受
講
対
象　

身
体
（
上
肢
、
下
肢
、

内
部
）、
知
的
、
精
神
、
発
達
、
難
病

○
定
員　

８
人

○
内
容　

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
か

ら
実
践
的
な
パ
ソ
コ
ン
技
能
を
習
得
し
、

就
職
に
有
利
な
パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
ま

で
を
目
指
す
訓
練

○
募
集
期
間　

～
５
月
30
日
（
金
）

○
訓
練
期
間　

７
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

～
９
月
30
日
（
火
）

○
経
費　

�

テ
キ
ス
ト
代
７
７
０
０
０
円

（
税
込
み
）
程
度

○
訓
練
会
場　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ア
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と
（
熊

本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
51

－

３
）

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
２
９
７－

９
９
１
５　

参
加
し
ま
せ
ん
か

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

＆
モ
ル
ッ
ク

　

嘉
島
湧
く
湧
く
元
気
ク
ラ
ブ
は
月

１
回
、
ラ
ジ
オ
体
操
と
30
分
程
度
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
モ
ル
ッ
ク
体
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後

は
、
併
設
の
カ
フ
ェ
も
利
用
で
き
ま
す
。

参
加
費
は
１
０
０
円
で
す
。

○
日
時　

６
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時

○
会
場　

▽
ラ
ジ
オ
体
操　

フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
芝
生
広
場
（
嘉
島
町

総
合
運
動
公
園
東
エ
リ
ア
）
▽
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ　

く
ま
ト
ヨ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

（
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
西
エ
リ
ア
）

周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

① 在留届の提出（オンライン）
　３ヶ月以上国外に滞在する場合、在留届の提出が義務づけられ
ています。
　滞在中、安全に関する情報を受け取ることができます。
　（出国の90日前からオンラインで提出できます）→

② 在外選挙人名簿への登録
　国外からも衆議院・参議院の国政選挙に投票できます。
　出国前に「出国時申請」を行い、出国後に現地の日本大使館・
総領事館から「在外選挙人証」を受け取ります。

③ マイナンバーカード
　出国前に「国外継続利用申請」を行うことで、国外でもお手持
ちのマイナンバーカードを引き続き利用できます。
※�詳しくは総務省・財務省のホームページをご覧く

ださい。

役場町民保険課戸籍係　☎ 237－2574

【
15
面
か
ら
続
く
】

国外転出者の方へ

～転出届を提出したら�
� あとは３つの手続き～

広報かしま2025.5
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【
18
面
に
続
く
】

　
　
　

事
務
局
（
町
教
委
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８　

点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座

　

本
講
座
は
、
視
覚
障
が
い
者
に
対
す

る
書
籍
な
ど
の
点
訳
、
音
訳
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
、

技
術
を
修
得
す
る
も
の
で
、
毎
週
木
曜

日
に
点
字
図
書
館
で
開
催
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
視
覚
障
害
者
概
論
、

点
訳
・
音
訳
の
基
礎
か
ら
応
用
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
た
電
子
デ
ー
タ
作
成
方
法

な
ど
を
学
び
ま
す
。
詳
し
く
は
熊
本
県

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
く
だ
さ
い
。

　

熊
本
県
点
字
図
書
館
（
水
曜
休
館
）

☎
３
８
３－

６
３
３
３　

ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定
団
体

　

県
が
管
理
す
る
道
路
で
の
清
掃
や
除

草
、
植
栽
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
「
ロ
ー
ド
・

ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
申
し
込
み
可

能
で
、
ご
み
袋
や
軍
手
な
ど
の
支
給
、

清
掃
用
具
の
貸
し
出
し
、
保
険
の
加
入

補
助
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

県
道
路
保
全
課

☎
３
３
３－

２
４
９
５　

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

６
月
２
日
に
無
料
人
権
相
談

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
て
、
こ
の
日

を
中
心
に
特
設
の
人
権
相
談
所
を
開
設

す
る
な
ど
、
一
層
の
人
権
意
識
の
普

及
・
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
嘉
島
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
飯
田
鋭
之
氏
（
上
島
）

・
牛
嶋
た
け
子
氏
（
北
甘
木
）

・
藤
瀨
幸
廣
氏
（
下
六
嘉
）

・
松
山
昌
紹
氏
（
上
島
）

○
無
料
人
権
相
談
所　

・
日
時　

６
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　

10
～
15
時

・
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

○
常
設
の
相
談
窓
口

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

　
　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

０
４
６
４　

　産前産後期間の国民年金保険料免除制度は、次世代育成支援の観点から国民年金第１号被保険者が出
産をされた際、産前産後の国民年金保険料が一定期間免除される制度です。早めの届出をお勧めします。
◆ 届出期間　
　出産予定日の６か月前から届出ができます。出産後の届出も可能です。
◆ 産前産後期間の取扱い
　�産前産後期間として認められた期間は保険料を納付したものとして老齢基礎年金の受給額に反映され

ます。
◆ 保険料納付が免除される期間
 ・出産予定日または、出産日が属する月の前月から４か月間免除されます。
 ・�多胎妊娠（２人以上同時妊娠）の場合は、出産予定日または出産日が属する月の３か月前から６か

月間免除されます。
3か月前 ２か月前 １か月前 1か月後 ２か月後 ３か月後

単胎の方 ※出産予定日

多胎の方 ※出産予定日

※届出が出産後の場合「出産日」

◆ 届出先
　嘉島町役場町民保険課
　日本年金機構ホームページに制度について詳しく掲載されています。

お問い合わせ先：嘉島町役場町民保険課　☎ 237－2574

産前産後期間の国民年金保険料が免除となります！！

広報かしま 2025.5
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心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

5
月
28
日
（
水
）
弁
護
士

　

6
月
25
日
（
水
）
弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員
（
原

則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

○
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

○
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１　

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

【
17
面
か
ら
続
く
】↑

ご存じですか？地域の身近な相談相手
民生委員・児童委員

地域住民と関係機関をつなぐパイプ役です
民生委員・児童委員は、地域福祉をサポートする身近な相談相手です。
地域の推薦をうけ、厚生労働大臣の委嘱を受けた特別職の地方公務員（非常勤）です。ボランティアとし
ての活動になります。主任児童委員は、民生委員・児童委員の中から小学校区に１人選任され、児童福祉
に関する活動を専任で行い、地域の子どもたちが健全に育つための活動を行います。民生委員・児童委員
は地域住民である皆さんと同じ立場で相談にのり、必要であれば福祉制度や子育て支援サービスが受けら
れるよう関係機関へつなぐ役割を果たします。また、地域の見守りなど地域福祉活動なども行っています。
※毎年５月 12 日は「民生委員・児童委員の日」とされ、この日から１週間は「活動強化週間」として民
生委員・児童委員活動周知のための取組を強化する期間とされています。

民生委員・児童委員とは・・

民生委員・児童委員、主任児童委員の活動について

担当区域

世帯状況把握

情報提供

相談・援助

・高齢者のいる世帯
・障害者のいる世帯
・�生活に困窮している
世帯
・子どものいる世帯
・妊産婦のいる世帯
・母子・父子世帯
・その他の世帯

・虐待の早期発見、予防
・�DV、いじめ、不登校等
世帯の抱える問題の把握

・�世帯が必要としている	
サービスについて情報提供

・�各種相談
・見守り支援
・福祉サービス利用支援
　（�在宅福祉、生活費、	
子育て支援等）

主
任
児
童
委
員

　
　
地
域
担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員

民生委員・児童委員

連携・協力

関係機関

連携・協力

連携・協力

連携・協力

・市町村
・福祉事務所
・�社会福祉�
協議会

・児童相談所
・保健所
・教育委員会
・学校
・保育所
・児童館
・医療機関
� など

全国的に民生委員・児童委員のなり手が少なく、かつ地域内の希薄化や福祉ニーズが複雑多様化する中で、
嘉島町では民生委員・児童委員どうしのつながりや行政との連携など、コミュニケーションを大事にし、
地域の皆様方のご協力のもと、活動しています。

【お問い合わせ】嘉島町役場 福祉課　☎ 096-237-2576（直通）
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「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
町
で
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－
１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－
３
２
２
３

金　

山
都
町　

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

　

ゴ
キ
ブ
リ
や
蜂
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
を
駆

除
し
て
も
ら
う
「
害
虫
・
害
獣
サ
ー
ビ

ス
」
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
自
宅

に
害
虫
な
ど
が
出
て
慌
て
て
ネ
ッ
ト
検

索
し
、
格
安
料
金
を
う
た
う
業
者
に
作

業
後
、
高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。

【
事
例
１
】住
居
に
ネ
ズ
ミ
が
１
匹
入
っ

て
き
た
。
ス
マ
ホ
で
検
索
し
た
駆
除

業
者
に
連
絡
し
、
サ
イ
ト
に
８
千
円
か

ら
と
表
示
さ
れ
て
い
た
の
で
依
頼
し
た
。

業
者
は
１
人
で
約
30
分
作
業
し
、
エ
ア

コ
ン
の
ダ
ク
ト
の
穴
を
ふ
さ
ぎ
、
居
間

な
ど
に
粘
着
シ
ー
ト
を
20
枚
ほ
ど
並

べ
た
。
作
業
後
、
８
万
円
請
求
さ
れ
、

「
そ
ん
な
に
支
払
え
な
い
」
と
言
う
と
、

約
１
万
円
値
引
き
さ
れ
た
。
全
額
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

【
事
例
２
】
住
ん
で
い
る
賃
貸
ア
パ
ー

ト
に
ゴ
キ
ブ
リ
が
出
た
。
ネ
ッ
ト
で
駆

除
業
者
を
探
し
、
料
金
が
２
～
３
千

円
と
表
示
し
て
い
た
業
者
に
連
絡
し
た
。

料
金
の
説
明
な
く
作
業
が
始
ま
り
、
終

了
後
に
約
10
万
円
請
求
さ
れ
た
。
手
持

ち
の
数
万
円
を
支
払
い
、
残
り
は
後
日

振
り
込
む
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
請
求
書

な
ど
の
書
面
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

記
載
は
な
い
。
残
額
を
支
払
う
必
要
が

あ
る
の
か
。

《
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
》

〇
駆
除
作
業
は
住
宅
の
構
造
や
害
虫
、

害
獣
の
発
生
状
況
な
ど
で
変
わ
り
、
広

告
や
電
話
で
の
説
明
ど
お
り
の
料
金
と

は
限
り
ま
せ
ん
。「
業
界
最
安
値
」
な

ど
と
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、
請
求
料
金

が
想
定
よ
り
高
額
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
消
費
者
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て

い
る
中
、
事
業
者
の
問
題
勧
誘
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
、
不
本
意
な
契
約
を
し

て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
事
例
が
目
立
ち
ま

す
。
不
安
を
あ
お
っ
た
り
、
契
約
を
せ

か
し
た
り
す
る
業
者
は
要
注
意
で
す
。

〇
慌
て
ず
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
か
冷

静
に
考
え
て
複
数
社
か
ら
見
積
も
り
を

取
り
、
作
業
内
容
や
価
格
を
比
較
・
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

〇
特
定
商
取
引
法
上
の
訪
問
販
売
に
該

当
す
る
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

（
無
条
件
で
の
契
約
解
除
）
が
で
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
速
や
か
に
書
面
か

電
磁
的
記
録
（
電
子
メ
ー
ル
な
ど
）
で

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
通
知
し
ま
し
ょ

う
。

　

�

困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
家

族
や
上
益
城
５
町
消
費
生
活
相
談
室

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

害
虫
・
害
獣
駆
除
サ
ー
ビ
ス�

�

～
ネ
ッ
ト
広
告
に
つ
ら
れ
な
い
で

見
守
り
新
鮮

情
報
5
月
号

意

輪

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香
典
返

し
に
代
え
て
、
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

吉
川　

博
美　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

俊
治　

様

　

河
原　

泉　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

君
代　

様

　

石
坂　

京
子　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

魁　

様

�

４
月
７
日
現
在

↑

ハンセン病元患者のご家族へ
～対象となる方々に「補償金」を支給します。
　秘密は守られます。～
○�秘密は守られますので、まずは、お電話でご相談�
ください。不安なお気持ちやご質問にも丁寧に答えます。
○�この補償金は、国が、誤った隔離政策により、元患者の�
ご家族の皆様に多大の苦痛と苦難を強いてきたことを心から�
お詫びし、その精神的苦痛を慰謝するためのものです。

対
象
者

（ア）配偶者（事実婚も含む）
（イ）親、子
（ウ）�親・子の配偶者及び�

配偶者の親・子等

補償金額
180
万円

（エ）兄弟姉妹
（オ）祖父母、孫
（カ）�祖父母・兄弟姉妹・孫

の配偶者及び配偶者の�
祖父母・兄弟姉妹・孫等

（カ）�曾祖父母、ひ孫、おじ、�
おば、おい、めい

補償金額
130
万円

※同居など一定の要件が必要な場合があります。

厚生労働省
補償金相談窓口 電話番号  03-3595-2262
受付時間  10：00 ～ 16：00

（月曜日から金曜日。土日祝日、年末年始を除く。）
 請求期限は、令和 11 年（2029 年）11 月 21 日まで
ハンセン病問題を正しく理解し、偏見や差別のない社会の実現を目指しましょう。 ハンセン病　厚労省 検 索
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嘉島町避難行動要支援者名簿と個別避難計画について

　嘉島町では、災害時に自力で避難することが困難な方に対して、避難の手助けや救助が
地域の中で素早く安全に行われる体制づくりを進めています。
　災害対策基本法に基づく「避難行動要支援者名簿」と「個別避難計画（災害時の避難支
援などの計画）」を作成し、地域や警察・消防など関係機関と共有する中で、災害時の避難
支援や普段の見守りなどに役立てます。

　この名簿は、通常時は所管課で大切に保管しますが、災害発生時の避難や救助など緊急時に
特に必要なときに限り、地域の自主防災組織や消防・警察など関係機関へ共有されることがあ
ります。（災害対策基本法による措置です）。

「避難行動要支援者名簿」とは
　災害時に自ら避難することが困難であり、支援を要する人（避
難行動要支援者）をあらかじめ掲載しておく名簿のことです。

「個別避難計画」とは
　災害時に避難するのに外部からの支援が必要な方お一人おひとりについて、災害が発生した
際によりスムーズに避難支援や救助が行えるよう、「誰が避難を支援するか」「緊急の連絡先は
どこか」「避難にあたってどのような配慮が必要になるか」などをあらかじめ決めておくもの
です。

　「避難行動要支援者名簿」に載っている情報のほか、避難支援者、
緊急連絡先、福祉・医療に関する情報など、さらに詳しい情報を載
せ、地域の自主防災組織や民生委員児童委員、さらに消防・警察な
ど関係機関へ共有することで実効性を高めます。在宅で自力での避
難が困難な方や、避難に際して家族等の支援を受けるのが難しい方
が対象になりますが、個別避難計画の趣旨に同意され、希望される
方も作成することができます。（作成は強制ではなく、任意です）

　なお、対象と思われる方へ、各地区の民生委員児童委員さんなどが個別避難計画作成の呼び
かけで訪問されることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

・要介護３以上の方
・身体障害者手帳３級以上の方
・精神保健福祉手帳２級以上の方
・療育手帳 A1、A2 の方
・難病患者の方
・75 歳以上のみの世帯の方

　「避難行動要支援者名簿」とし
て作成します。施設入所・長期入
院患者の方や、ご家族と同居され
ている方も名簿の対象になります。
嘉島町では約 1,000 名の方が名
簿の対象となります。

お問い合わせ 福祉課福祉係　☎237－2576（直通）
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令
和
６
年
中
、
嘉
島
町
の
自
転
車
盗

の
発
生
は
、
12
件
あ
り
ま
し
た
が
、
本

年
３
月
末
で
既
に
４
件
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
自
転
車
を
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
、

少
し
で
も
自
転
車
か
ら
離
れ
る
場
合
は

必
ず
鍵
を
か
け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

２
重
ロ
ッ
ク
（
鍵
を
２
つ
か
け
る
こ
と
）

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○交通事故・刑法犯の発生状況� （件数）令和 7 年３月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

R7.3 ０ 54 0 0 ３ ０ ２ ０

R7累計 1 １５７ 0 0 ５ １ ４ ４

前年比 -５ －３３ ± 0 ± 0 ＋２ ＋１ ＋４ －１

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

R7.3 ２ １４９ ０ 0 ５ １ ２ ０

R7累計 １５ ４７０ ０ 0 １１ ３ ６ ４

前年比 －６ －２７ －１ ± 0 ＋５ +１ ＋３ -６

「電話で『お金』詐欺」に注意！
　「オレオレ詐欺」や「架空料金請求詐欺」などの「電話で『お金』詐欺」が発
生しています。手口と対策を知って、被害を防ぎましょう！

オレオレ詐欺
親族、警察官、弁護士などを装い、親
族が起こした事件・事故に対する示談
金などを名目に金銭などをだまし取る
手口。

□�子供や孫からの電話で、『どうして
もお金が必要』と頼まれた
　（使い込み、保証人、交通事故など）
□�『金融機関などで振り込む理由を聞
かれたら、こう答えて』と頼まれた
　（リフォーム費用、車の購入代金など）

架空料金請求詐欺
未払い料金があるなど、架空の事実を口
実として金銭などをだまし取る手口。

□�未払い料金があるので、早急に連絡し
てほしい旨のメールなどが届いた

□�支払いには電子マネーカードを購入す
るよう要求された

落ち着いて
内容をチェック！

◆�　電話で「お金」の話が出たら詐欺だと疑い、一度電話を切って家族や警察
に相談する
◆　常に留守番電話に設定し、知らない番号には出ない
◆　迷惑電話防止機器や自動通話録音機を設置する
◆　家族の合言葉を決めておく
◆　個人情報や暗証番号を教えない
◆　現金の送付や電子マネーでの支払いには応じない

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110）

地域安全ニュース ～みんなでつくろう
  　　　　安全・安心の街～
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人権の
重要課題

　人権に関するご相談がある方は、嘉島町文化センター（上六嘉917）で随時受け付けています。
ご相談内容によって、担当課や専門機関をご紹介します。
　平日８時半～17時15分　同センター　☎237－0464

町文化センターから

女性の人権

※熊本県人権同和政策課啓発資料より

　本県の女性の就業率は、全国的にも比較的高くなっていますが、出産・育児期には落ち込んでいます。その
要因としては、育児負担が女性に偏っていることや、長時間労働等を前提とした女性が働きにくい就業環境など
が挙げられます。仕事と家庭・地域生活の両立のため、就業意欲のある女性が継続して働ける環境の整備や、育
児・介護サービスの充実を図るとともに、男性の家庭や地域生活への参画が可能になるよう働き方の見直しを進
める必要があります。
　また、性差別意識や固定的な性別役割分担意識は、セクシュアルハラスメント（セクハラ）やドメスティック・
バイオレンス（DV）など、女性に対する暴力や人権侵害につながっているともいわれます。

●嘉島町の主な取組み
　嘉島町では、令和６年度の男女共同参画啓発事業として、嘉島中学校２年生、嘉島町進出企業連絡協議会
会員および嘉島町商工会会員を対象に、「男女共同参画」をテーマとした標語コンテストを実施しました。

［関係する主な条例・計画等］
第３次男女共同参画計画（令和３～７年度）
　嘉島町では、「女

ひと

と男
ひと

が認め合いともにかがやく水の郷づくり」を基本理念に様々な施策に取り組んでき
ました。
嘉島町男女共同参画推進会議設置要綱［平成 18 年制定］
　嘉島町における男女共同参画社会形成に関する施策を、総合的かつ効果的に推進するため、嘉島町男女共
同参画推進会議を設置しています。
嘉島町男女共同参画社会推進懇話会設置要綱［平成 18 年制定］
　嘉島町における男女共同参画社会の推進に関し、町民の意見及び要望を聴くため、嘉島町男女共同参画社
会推進懇話会を設置しています。

男女が対等なパートナーとして尊重し合える社会に

家事や育児の主役は…？

（漫画：桜田幸子さん）

人権問題の正しい理解のために 〔その395〕
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Hello everyone! How are you?
This month, I am going to write about Scottish cul-
ture. Today, Scotland is a part of the United King-
dom, but in the past, it was separate. During that 
period, many people from England tried to invade 
Scotland, but they failed. Finally, in 1603, King James 
VI of Scotland became the heir to the Kingdom of 
England, and the two countries joined. A lot of Scot-
tish culture remains from that time. Let’s discuss 
some of those traditions.
First, language. Before English, Scots spoke Gaelic. 
It has its own characteristic intonation, called "lilt-
ing". Even today, many people from Scotland use a 
lilting accent when they speak English.
Next, clothes. One of the traditional crafts of Scot-
land is tartan, which is a patterned fabric. The pat-
tern indicates which clan you belong to. Japanese 
crests are a bit similar. But tartan is for everyone, 
not just for feudal lords or samurai.
Lastly, music. Scotland’s most famous instrument 
are the bagpipes. They’re often made fun of in pop 
culture because they’re so loud, but originally, they 
were used in warfare. The Scottish army used them 
to give orders and intimidate enemy soldiers. I really 
like the bagpipes, because they are very energetic.
I hope you can visit Scotland someday! Until next 
time! ✋

　こんにちは、皆さん！　いかがお過ごしですか？
　この月で、スコットランドの文化について書きます。
現在、スコットランドはイギリスの一部です。しかし、
昔、それは別々でした。その時代に、イングランド
から多くの者がスコットランドを侵略しようとしま
した。でも失敗しました。ついに、1603年スコット
ランドの王ジェームス６世はイングランド王国の継
承者をなり、そしてその二つ国は加わりました。そ
の時代から沢山のスコットランドの文化が残ります。
それらの伝統のいくつかを話し合いましょう。
　最初に、言語についてです。英語の前に、スコッ
トランド人はゲール語を話しました。独自のイント
ネーションあります。これを「リルティング」と呼
びます。今日も、多くのスコットランド人は英語を
話すときはリルティングなまりを使います。
　次に、服についてです。スコットランドの最も有
名な伝統工芸品のうちの一つはタータンという、模
様のある織物です。模様は、どの部族に属している
かを示します。日本の紋章はちょっと似ています。
しかしタータンは大名や侍だけではなく、みんなの
ものです。
　最後に、音楽についてです。スコットランドの
一番有名な楽器はバグパイプです。とてもうるさ
い音だから、大衆文化で盛り上げるときに使われま
す。でも元は、戦争に使われていました。スコット
ランドの軍は命令を伝えて敵兵を脅かすためにそれ
を使用しました。バグパイプはエネルギッシュだから、
私は大好きです。
　いつかスコットランドを訪れてくれると嬉しいで
す！では、また次回✋

スコットランドの文化Scottish Culture

バ
グ
パ
イ
プ

答え　Q1・②　Q2・② 　Q3・②

Q １　Which of these is not part of the UK?（どれがイギリスの一部ではないでしょうか？）
	 ① England（イングランド）　　② Ireland（アイルランド）　　③ Wales（ウエールズ）
Q ２　How many pipes does a set of bagpipes have?
	 （１つのバグパイプには何本のパイプがありますか？）
	 ①３　　②５　　③６
Q ３　Which of these fabrics is a famous invention of the UK?
	 （次の布地のうち、イギリスの有名な発明品はどれですか？）
	 ① silk（シルク）　　② tweed（ツイード）　　③ cotton（コットン）

！㌽！　How many ～？：～はいくつですか？
ダニエル先生の　English  Quiz
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各種大会等予定 2025年４月８日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

5 10 土 第82回九州連合産婦人科学会　大学対抗懇親野球大会 野球場 8時30分 熊本大学病院　産婦人科

5 11 日 高松宮賜杯第69回軟式野球支部大会 野球場 8時30分 上益城郡軟式野球連盟

5 11 日 ＫＦＡ第31回熊本県シニア０－40サッカーリーグ 多目的競技場 9時00分 熊本県社会人サッカーリーグシ
ニア委員会

5 17 土 九州大学サッカーリーグ 多目的競技場 8時30分 九州大学サッカー連盟

5 17 土 全国官公庁野球大会　熊本県支部大会 野球場 8時30分 熊本県庁

5 17 土 高円宮杯JFAU-18プリンスリーグ2025九州 多目的競技場 15時00分 （一社）九州サッカー協会

5 25 日 ＫＦＡ第31回熊本県シニア０－40サッカーリーグ 多目的競技場 9時00分 熊本県社会人サッカーリーグシ
ニア委員会

5 25 日 熊本金太郎カップ 野球場 9時00分 熊本金太郎リーグ

5 30 金 令和7年度熊本県高等学校総合体育大会サッカー競技 多目的競技場 11時00分 熊本県高等学校体育連盟

5 31 土 令和7年度熊本県高等学校総合体育大会サッカー競技 多目的競技場 8時30分 熊本県高等学校体育連盟

6 1 日 熊本金太郎カップ 野球場 9時00分 熊本金太郎リーグ

6 8 日 熊本県シニアサッカーリーグ 多目的競技場 9時00分 熊本県社会人サッカーリーグシ
ニア委員会

6 21 土 上益城郡中学校総合体育大会（野球） 野球場 8時30分 上益城郡中学校体育連盟

6 22 日 上益城郡中学校総合体育大会（野球） 野球場 8時30分 上益城郡中学校体育連盟

6 22 日 熊本県シニアサッカーリーグ 多目的競技場 9時00分 熊本県社会人サッカーリーグシ
ニア委員会

6 28 土 ろうきん旗学童軟式野球大会 野球場 8時30分 熊本県軟式野球連盟

6 28 土 2025　Jリーグ　U14 多目的競技場 9時00分 公益社団法人　日本プロサッカー
リーグ

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細は主催者へお問い合わせください。
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→くまトヨスポーツパーク（嘉島町総合運動公園西エ
リア）でご覧になれます。
○施設概要：
  ≪住　所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉1564番地　☎ 096-237-5555　≪利用時間≫ 9：00 ～ 22：00　
  ≪駐車場≫有  　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分　九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
  ≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
        　   ◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
           　   軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可
           　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
              ◇管理棟：会議室 1 室、多目的室 1 室、男女更衣室、男女トイレ

くまトヨスポーツパーク（嘉島町総合運動公園西エリア）人工芝の張替えが完了し、令和７年２月８日（土）
より貸出を再開いたしました。

くまトヨスポーツパーク（嘉島町総合運動公園西エリア）

お知らせ欄

◆アクア催し案内でお断り
　　 「嘉島町民会館　ホール『アクア』催し案内」は掲載希望がありませんでしたので掲載を見合わ

せました。
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　開館は原則、火曜～日曜（９～ 17 時）で月曜休館。ブックポストは休館
でも利用できます。

《５～６月の休館日》
５月 12、19、26 日、６月２、９、16、23、30 日☎ 237-0058

11講座に160人
令和７年度　公民館講座開講

　令和７年度の嘉島町「公民館講座」の開講
式が４月 14 日、町民会館で開かれました。
　本年度は、絵手紙、手話、水彩画、ヨガ、
太極拳、テニス、英会話、健康マージャン、
男の料理の通年９講座と韓国語、マジックの
短期２講座の計 11 講座を開講し、５月にス
タートします。これまでに延べ 160 人が申し
込みました。
　主催者を代表し、青木政俊教育長が「人生
を楽しみ、学習の成果を地域の活動に生か
してください」とあいさつ。講師紹介の後、
講座ごとに分かれて話し合いがあり、スケ
ジュールや受講準備を確認しました。
　開講式のアトラクションでは、わくわくマ
ジックのメンバーが鮮やかな手品を披露し、
他の受講生から盛んな拍手を浴びました。
　問い合わせは、町教育委員会社会教育課	
☎２３７－００５８。 練習の成果を披露するわくわくマジックのメンバー

「私のおすすめ本」人気投票＆図書室クイズは、５月17日（土）～ 31日（土）

おすすめ本
ストレスゼロの生き方�
� テストステロン
家族と生きる　ハッピーアドバイス�
人生100年時代　心と心のつながり�
� 著　明橋大二　イラスト　太田知子
１日１分読むだけで身につく�
保険の選び方大全100�
� 長尾義弘
マンガでわかる！男女で知っておきたい更年期�
�  （監修）佐々木春明・甲斐かをり�
　　　　　　　（マンガ）下地のり子
ひとり暮らし大全　自分空間を整えれば人生は
好転する！�
� こう
図解でよくわかる　スマート農業　デジタル化
が実現する儲かる農業�
� 三輪泰史　編著　日本総合研究所研究員　著
架空犯�
� 東野圭吾
虚
きょ
の
の
伽
が
藍
らん
�

� 月村了衛
リカバリー・カバヒコ�
� 青山美智子
人生を変えたコント�
� せいや（霜

しも
降
ふ
り明
みょうじょう
星）

嫌いな教科も好きになる方法、教えてください！�
� 河田書房新社　編
こどもリスクマネジメント★なぜリスクマネジ
メントが大

たいせつ

切なのかがわかる本
ほん

★�
� 小林宏之：監修　バウンド：著
「表現力」で差がつく！12歳までに知っておき
たい　言

い

い換
か

え図
ず

鑑
かん

�
� 齋藤　孝・著
あそんでおぼえる　おでかけマナー　ご近

きんじょへん
所編�

� 著書　しみずだいすけ　監修　遠藤利彦
子ども自

じ
炊
すい
レッスン　小学生から身につく、一

生ものの料理�
� 山口祐加
●イチから知りたい　日本のすごい伝

でんとう
統文
ぶん
化
か
●

　絵で見て楽しい！はじめての茶道�
� 著　田中仙融
あかんぼっかん�
� ザ♦キャビンカンパニー
ディズニー　３さい　わたしの　かわいい　さ
がしもの�
� ＫＯＤＡＮＳＨＡ
火の鳥　いのちの物語�
� 手塚治虫／原作　鈴木まもる／文・絵
にじいろのしまうま�
� こやま　峰子・作　やなせたかし・絵
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１日	 ・会計年度任用職員辞令交付
	 ・辞令交付式、庁内常会 、 課長会議
	 ・農業委員会臨時総会　
	 ・上益城地域振興局・郡町村会訪問
	 ・教職員辞令交付及び受入式
	 ・新規採用教職員受入式　・交通指導員隊長来庁応対
２日	 ・消費者行政相談員辞令交付式　・県庁訪問
３日	 ・エントリーくまもと来庁応対
４日	 ・上益城４町合同春の全国交通安全運動出発式
	 ・上島老人会総会
	 ・嘉島中央土地改良区来庁応対
５日	 ・JA青壮年部嘉島支部通常総会
６日	 ・滝河原区総会　・北甘木区総会
	 ・上島生産組合総会
７日	 ・課長会議　・全日本同和会来庁応対
	 ・県簡易水道協会監査　・緑川改修期成会会計監査
９日	 ・東小学校入学式　・中学校入学式　
10日	 ・交通安全運動町長巡視　・郡スポーツ協会総会
	 ・町スポーツ協会総会

11日	 ・上六嘉老人会総会
13日	 ・西村区及び社会事業推進協議会総会
	 ・下六嘉区総会　・上島区総会
14日	 ・課長会議　・全日本同和会来庁応対
15日	 ・町商工会青年部総会
16日	 ・熊本バス株式会社来庁応対
17日	 ・町商工会女性部総会　・消防団幹部会議
18日	 ・自衛隊家族会役員会　・区長会議 
21日	 ・課長会議　・進出企業連絡協議会役員会　
	 ・市町村人権啓発推進協議会理事会
22日	 ・ふるさと納税定例会　・老人会長来庁応対
23日	 ・サントリーHD㈱会長等就任披露会
25日	 ・老人クラブ連合会総会　・かしま広域農場訪問
26日	 ・鯰生産組合総会
27日	 ・下仲間区総会
28日	 ・課長会議　・緑川改修期成会役員会、総会
30日	 ・嘉島町総合型地域クラブ総会

４月の町長の動き
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かしま
の
文化

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」

「とれたて野菜」

水
彩
画

宮崎　由紀子さん
（井寺） 　

米満　やよいさん（鯰）

鍋田町長談

　春の全国交通安全運動の４町合同出発式が４月４
日、町民会館で開かれました。幸い町内では令和５
年度、６年度と交通死亡事故は起きていません。今
後も油断せず、事故防止意識を高めていきたいと考
えます。
　期間中の10日に町内を巡回し、登校する子どもた
ちを見守りました。黄色い帽子をかぶり、上級生に
先導されて元気良く歩く児童たち、自転車通学の生
徒がヘルメットと反射材のたすきをしっかり身に着
けている姿を見て、安全対策を心がけてくれている
と思いました。
　嘉島町の児童・生徒数はここ10年間で、754人か
ら1228人へと1.6倍に増加。嘉島東小は３倍、嘉島
中は1.6倍、嘉島西小は1.3倍に増えています。高齢
者とともに交通弱者といわれる子どもたちを地域ぐ
るみで悲惨な交通事故から守っていきましょう。

街頭で子どもたちの登校を見守る鍋田町長

　

満
園　

悠
翔
さ
ん

　
　
　

 （
嘉
島
東
小
６
年
）

「
黄
色
の
バ
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も
日
本
画

絵
手
紙
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☎

春
風
に
た
な
び
く
こ
い
の
ぼ
り

　桃の節句から端午の節句へ。今年も町内で
こいのぼりが目につきました。古来、菖蒲の
節句、重五ともいう五節句の一つです。
　藤木裕暉ちゃんの健やかな成長を願うこい
のぼりが飾られたのは、３月30日。吹き流し
と５匹の親子が春風に乗って気持ちよく泳い
でいました。親御さんのはやる気持ちが伝
わってきます。
　例年３千匹以上が飾り付けられる小国町の
杖立温泉「鯉のぼり祭り」は、今年は３月25
日に前倒して開幕。こちらは、大型連休の見
物客による渋滞対策ということで、４月24日
まで、飾られました。

嘉島町の人口動態
令和７年４月30日現在

（前月比）

人   口 10,304 人　

　男　　 5,026 人　

　女　 5,278 人

世帯数　 4,211 世帯　（＋26）

　（＋31）

　（＋22）

　（＋53） こいのぼり、一足早く
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ほ
う
が
大
き

く
見
え
る
小
学
生
が
、
母
親
に
促

さ
れ
る
よ
う
に
手
を
上
げ
て
と
こ

と
こ
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
新
１

年
生
で
し
ょ
う
、
こ
の
時
季
ら
し

い
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
で
す
。

　「
信
号
の
な
い
横
断
歩
道
で

待
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
に
止
ま

ら
な
い
よ
う
な
大
人
に
は
な
り
た

く
な
い
」。
新
聞
広
告
の
コ
ピ
ー

が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。

　
広
告
に
よ
る
と
、
歩
行
者
が
い

る
横
断
歩
道
で
の
県
内
で
の
停
車

率
は
３
年
前
の
57
・
３
％
（
全
国

５
位
）
か
ら
昨
年
は
74
・
８
％
（
同

４
位
）
に
向
上
し
た
そ
う
で
す
。

数
秒
ほ
ど
待
て
ば
い
い
当
た
り
前

の
行
動
を
す
る
こ
と
が
、
街
の
風

景
を
変
え
て
い
く
、
と
訴
え
て
い

ま
し
た
。

　
自
分
が
歩
行
者
の
時
は
、
な
か

な
か
止
ま
っ
て
く
れ
な
い
車
に

が
っ
か
り
し
ま
す
。
で
も
、
自
分

が
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
る
と
き

は
ど
う
か
。
自
省
し
ま
し
た
。

（
広
報
担
当
・
花
木
弘
）

しょう ぶ

ちょう ご

 

ご両親：村元　俊輝さん、春奈さん（西村）
新しい環境でもすくすく育ちますように！

村元　花音（かのん）ちゃん
2024年10月18日生

ご両親：金澤 卓巳さん、金澤 きららさん（西村）
嘉島町民になりました！スクスク成長してね

金澤　美生咲（みいさ）ちゃん
　　　　　　２歳

　　　藍生（らん）ちゃん
2024年７月16日生
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